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緒 言 

 

和歌山県のショウガ（Zingiber officinale Roscoe）栽培において最も問題となる病害は，

Pythium myriotylum Drechsler が引き起こすショウガ根茎腐敗病である．本病は種根茎伝染だけ

でなく，土壌や水を介して伝染するため，一旦ほ場に侵入すると一気にほ場全体に蔓延する可能性

のある難防除土壌病害である．これまで本県における本病の対策は施設栽培を対象に検討されてい

る（衛藤ら，2013；一谷，1980；一谷・新須，1981a）が，露地栽培については知見がなく，防除

対策の確立が求められていた． 

本病の防除薬剤として長年使用されてきた土壌消毒剤である臭化メチルくん蒸剤が 2012 年末を

もって全廃された．その代替技術として，臭化メチル代替くん蒸剤による種根茎定植前の土壌消毒，

定植後の防除（以下，生育期防除），耕種的防除を組み合わせた体系防除が開発された（森田，2012；

森山，2012）．このうち，生育期防除は発病前からの予防的な防除が効果的であるとされているが（森

山，2013），防除開始時期は例年の初発時期を基に決定しており，実際の感染時期は考慮されていな

い．そこで，筆者は，本病の生育期防除の効果向上を目的に，露地栽培における本菌によるショウ

ガ根茎への感染リスクが高い期間を，5 月下旬から 9 月中旬であると推定した（菱池，2021）． 

本研究では，推定された感染リスクの高い期間に生育期防除剤を処理することで，十分な防除効

果を得ることができるか検証した．また，本病は土壌伝染性病害であることから，定植前の土壌消

毒が必須の作業となっているため，定植前の土壌消毒と生育期防除を組み合わせた体系防除の防除

効果も併せて検証した． 

 

材料および方法 

 

1．人工汚染ほ場 

 以下の試験は，和歌山県農業試験場内に設けた人工汚染ほ場で行った．V8ジュース液体培地で25℃，

80 回転/分で 3 週間振とう培養した根茎腐敗病菌（2015 年に和歌山市のショウガから分離）を，滅

菌砂と十分混和して接種源とした．2018 年 2 月 27 日に農業試験場内の露地ほ場（水田転換畑）に
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混和接種した．  

 

2．生育期防除試験（試験 1） 

2018 年 5 月 1 日，人工汚染ほ場に 200g 程度の重量に分割した種根茎（品種「土佐一」）を，株

間 40cm，2 条千鳥植えで定植した．処理区は，生育期前半 2 回区，生育期前半 2 回＋降雨前区，2 週

間隔区，3 週間隔区，4 週間隔区および無処理区とした．なお，生育期前半 2 回＋降雨前区の降雨前

の処理日は，前回の処理から 2 週間以上が経過かつ天気予報（気象庁）で降雨が予想される前日を

基準とした．処理日および処理薬剤は表 1 のとおりとした．出芽期から収穫期まで，定期的に地上

部の発病を肉眼で調査した．地上部の発病は，偽茎が倒伏し，簡単に引き抜けるものを発病偽茎と

判断した．偽茎の発病が確認された株は，調査時に株ごと除去した．残った株は 12 月 3 日，4 日に

収穫し，根茎（地下部）の発病を調査した．生育期の地上部調査から収穫時の地下部調査までの累

積発病株数から発病株率を算出した．防除価は発病株率から算出した．1 区 12 株，3 反復とした． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．土壌消毒と生育期防除の体系防除試験（試験 2） 

2018 年 3 月 18 日に，人工汚染ほ場にダゾメット粉粒剤 30kg/10a をバスこまき（アグロカネショ

ウ）を用いて処理し，混和した．0.05mm 厚ポリフィルムで被覆した後，適量かん水した．4 月 19 日

に被覆を除去し，ガス抜きを十分行った．2018 年 5 月 1 日に，試験 1 と同様に種根茎を定植した．

処理区は，土壌消毒＋生育期前半 2 回区，土壌消毒＋生育期前半 2 回＋降雨前区，土壌消毒＋2 週

間隔区，土壌消毒＋3 週間隔区，土壌消毒＋4 週間隔区，土壌消毒のみ区および無処理区とし，無処

理区は試験 1 と共通とした．生育期防除の処理日および処理薬剤は表 1 のとおりとした．調査は試

験 1 と同様に行った．  

 

結 果 

 

1． 生育期防除試験（試験 1） 

結果を表 2 に示した．無処理区の初発は 7 月 10 日で，発病株率は 82.9％であった．生育期 2 週

表 1 処理日と処理薬剤 

注）Cy：シアゾファミドフロアブル 500 倍 1L/m2 

 Az/Me：アゾキシストロビン・メタラキシル M 粒剤 18kg/10a 
Am：アミスルブロム顆粒水和剤 2,000 倍 1L/m2 

処理区

生育期前半2回 5/23 6/4

Cy Az/Me

生育期前半2回＋降雨前 5/23 6/4 6/19 7/2 7/27 8/23

Cy Az/Me Cy Az/Me Cy Az/Me

生育期2週間隔 5/23 6/4 6/19 7/2 7/18 7/27 8/14

Cy Az/Me Cy Az/Me Cy Az/Me Am

生育期3週間隔 5/23 6/13 7/2 7/23 8/14

Cy Az/Me Cy Az/Me Cy

生育期4週間隔 5/23 6/13 7/9 8/6

Cy Az/Me Cy Az/Me

処理日と処理薬剤
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間隔区の防除価が 82.3 と最も高く，生育期前半 2 回＋降雨前区がそれに次いだ．生育期前半 2 回

区，生育期 3 週間隔区および生育期 4 週間隔区は防除効果が認められなかった．また，処理間隔が

短いほど初発が遅れる傾向であった． 

 

 

2. 土壌消毒と生育期防除の体系防除試験（試験 2） 

結果を表 3 に示した．無処理区の初発は 7 月 10 日で，発病株率は 82.9％であった．土壌消毒の

み区では 8 月下旬から発病が認められ，防除価は 64.5 であった．土壌消毒＋生育期前半 2 回＋降

雨前区，土壌消毒＋生育期 2 週間隔区，土壌消毒＋生育期 3 週間隔区で発病が認められなかった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2 生育期防除の防除効果 

7/上 7/中 7/下 8/上 8/中 8/下 9/上 9/中 9/下 12/上

生育期前半2回 Ⅰ 11 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 9.1

Ⅱ 8 0 0 0 1 2 3 4 4 4 4 50.0

Ⅲ 11 0 0 3 8 10 11 11 11 11 11 100

計 30 0 0 3 9 13 15 16 16 16 16 53.3 35.6

生育期前半2回＋降雨前 Ⅰ 11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ⅱ 11 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 18.2

Ⅲ 12 0 0 0 0 2 3 3 5 6 7 58.3

計 34 0 0 0 0 2 3 3 5 8 9 26.5 68.1

生育期2週間隔 Ⅰ 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ⅱ 11 0 0 0 0 1 3 4 5 5 5 45.5

Ⅲ 11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 34 0 0 0 0 1 3 4 5 5 5 14.7 82.3

生育期3週間隔 Ⅰ 12 0 0 0 0 0 0 1 5 5 7 58.3

Ⅱ 11 0 0 0 0 1 2 3 7 10 10 90.9

Ⅲ 11 0 0 0 3 7 7 7 9 9 10 90.9

計 34 0 0 0 3 8 9 11 21 24 27 79.4 4.2

生育期4週間隔 Ⅰ 8 0 0 0 0 2 0 0 3 5 5 62.5

Ⅱ 9 0 0 2 3 3 5 6 6 6 7 77.8

Ⅲ 11 0 0 0 0 0 0 1 8 9 9 81.8

計 28 0 0 2 3 5 5 7 17 20 21 75.0 9.5

無処理 Ⅰ 12 0 0 2 3 4 8 9 10 10 10 83.3

Ⅱ 11 0 0 0 0 4 5 5 6 7 7 63.6

Ⅲ 12 1 1 6 10 12 12 12 12 12 12 100

計 35 1 1 8 13 20 25 26 28 29 29 82.9

処理区
累積発病株数 発病株

率(％)
防除価反復

調査
株数
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考 察 

  

試験 1 では，感染リスクが高いと推定された期間に，異なる防除間隔で生育期防除剤を処理し，

防除効果を検討した．生育期防除剤には，現地での使用実績から，シアゾファミド水和剤およびア

ゾキシストロビン・メタラキシル M 粒剤を主に使用した．無処理区の発病株率が 82.9％と多発生条

件の中，生育期 2 週間隔区では，防除価が 82.3 と高い防除効果が認められた．このことから，既報

（菱池，2021）で感染リスクが高いと推定した期間に生育期防除を行うことで，高い防除効果が得

られることが確認された．山崎・森田（2012）は，薬剤を処理したポット植栽ショウガに病原菌の

遊走子を接種して発病を調べる方法で，生育期防除剤の残効期間を検討しており，シアゾファミド

水和剤 1,000 倍・3L/m2，アゾキシストロビン・メタラキシル M 粒剤 18kg/10a ともに，処理 1 週間

後の接種で発病が認められず，処理 2 週間後で防除効果が低下することを報告している．本研究で

は，シアゾファミド水和剤の処理成分量がやや少ないが，両剤とも 1～2 週間の残効期間が期待で

き，2 週間隔区で防除効果が認められたと考えられた．一方，生育期前半 2 回散布区，生育期 3 週

間隔区および 4 週間隔区では防除効果が認められなかった．生育期前半 2 回区は，初期防除に重点

を置いて労力およびコスト削減を狙って設けた区であるが，今回の結果から感染リスクが高い期間

中は防除を継続する必要があると考えられた．また，上述の山崎・森田（2012）の結果から，生育

表 3 土壌消毒と生育期防除の体系防除の防除効果 

7/上 7/中 7/下 8/上 8/中 8/下 9/上 9/中 9/下 12/上

Ⅰ 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ⅱ 11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ⅲ 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 30.0

計 33 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 9.1 89.0

Ⅰ 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ⅱ 11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ⅲ 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 31 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

Ⅰ 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ⅱ 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ⅲ 11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 35 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

Ⅰ 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ⅱ 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ⅲ 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 34 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100

Ⅰ 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 8.3

Ⅱ 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ⅲ 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 8.3

計 36 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 5.6 93.3

土壌消毒のみ Ⅰ 10 0 0 0 0 0 3 4 5 6 7 70.0

Ⅱ 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ⅲ 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 25.0

計 34 0 0 0 0 0 3 4 5 6 10 29.4 64.5

無処理 Ⅰ 12 0 0 2 3 4 8 9 10 10 10 83.3

Ⅱ 11 0 0 0 0 4 5 5 6 7 7 63.6

Ⅲ 12 1 1 6 10 12 12 12 12 12 12 100

計 35 1 1 8 13 20 25 26 28 29 29 82.9

土壌消毒
＋生育期前半2回

土壌消毒
＋生育期前半2回＋降雨前

土壌消毒
＋生育期2週間隔

土壌消毒
＋生育期3週間隔

土壌消毒
＋生育期4週間隔

処理区
累積発病株数 発病株

率(％)
防除価反復

調査
株数
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期 3 週間隔区および 4 週間隔区では処理間隔が残効期間よりかなり長くなるため，防除効果が認め

られなかったと考えられた．本病は水媒伝染し，大雨や台風等で発病が助長される危険性が高まる

（山崎・森田，2012）．また，Kim et al．，（1997）は，グロースチャンバーを用いた試験において，

90％以上の相対湿度や土壌水分がほ場容水量の 80％以上の条件で病斑の拡大が促進されると報告

している．このため，生育期前半 2 回＋降雨前区を設けたところ，生育期 2 週間隔区には劣ったも

のの防除効果が認められ，降雨前処理は有効な処理方法と考えられた． 

土壌伝染する本病では土壌消毒が必須の作業として定着していることから，試験 2 では土壌消毒

と試験 1 と同様の生育期防除を組み合わせて，防除効果を検討した．土壌消毒のみ区は 3 反復中 1

反復で生育期間中に地上部に発病が認められた．発病が認められた区は，土壌消毒時のビニル被覆

の周縁部に位置し，消毒効果が劣った可能性がある．また，土壌消毒のみでは二次伝染を抑えるこ

とができないため，初発後発病が広がり，防除価がやや低くなったと考えられた．ただし，初発が

無処理区と比べて約 2 か月遅れたことから，土壌消毒により土壌中の病原菌密度は大きく低下して

いたと考えられた．土壌消毒と生育期防除を組み合わせた区では，土壌消毒＋生育期前半 2 回＋降

雨前区，土壌消毒＋2 週間隔区および土壌消毒＋3 週間隔区で，発病が認められなかった．また，土

壌消毒＋生育期前半 2 回区と土壌消毒＋4 週間隔区で，収穫調査時に発病（根茎の褐変）が認めら

れたが，いずれの区も生育期間中に地上部に病徴は現れず，高い防除効果が認められた．試験 1 で

防除効果が認められなかった処理に土壌消毒を組み合わせることで，高い防除効果が得られたこと

から，土壌消毒の防除効果の高さが推察される．しかし，土壌消毒のみで完全に発病を抑えること

は難しく，生育期の予防的な防除を組み合わせることで防除効果を高めることができると考えられ

た． 

森田（2012）は，アゾキシストロビン・メタラキシル M 粒剤もしくはシアゾファミド水和剤を 6

月下旬から 3 週間隔で計 5 回散布することを，森山（2013）は，シアゾファミド水和剤を 7 月中旬

から 3 週間隔で計 3 回散布することを提案している．いずれも本病の例年の初発時期から生育期防

除の開始時期を決定している．森山（2013）は，ダゾメット粉粒剤による土壌消毒と上記の生育期

防除の体系防除で防除価が 58.1 であったと報告している．ほ場の条件や汚染程度，気象条件が異な

るため単純に比較できないが，本研究では同様のダゾメット粉粒剤による土壌消毒と 3 週間隔の生

育期防除で発病が認められなかった．このことは，実際の感染期間を考慮して防除時期を決定する

ことの重要性を示していると考えられた． 

以上の結果，既報（菱池，2021）で推定した感染リスクの高い期間に生育期防除を行うことの有

効性が確認された．また，この期間に 2 週間隔で生育期防除を行うと高い防除効果が得られること

がわかった．一方で，必須の作業である定植前の土壌消毒の効果が高いため，土壌消毒と組み合わ

せることで生育期防除の防除間隔を長くできる可能性が示された．また，一谷・新須（1981b）は本

病の既発生ほ場の周辺土壌に病原菌が残存していることを報告しており，筆者もこの事象を確認し

ている（データ未発表）．このため，本病の既発生ほ場で栽培する場合や周辺ほ場で本病の発生が認

められる場合は，大雨によるほ場外からの汚染土壌の流入や，農機や人の出入りによる汚染土壌の

持ち込みの危険性がある．定期的な生育期防除は，このような生育期中の病原菌の汚染対策にもな

ると考えられる． 
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摘 要 

 

 ショウガ根茎腐敗病に対して効率的な生育期防除を行うため，既報で推定した病原菌の感染リス

クが高い期間に生育期防除を行うことで高い防除効果が得られることを確認した．また，土壌消毒

と生育期防除を組み合わせることでより高い防除効果が得られた． 

1．5 月下旬から 9 月中旬の感染リスクの高い期間に，2 週間隔で生育期防除剤を処理すると，生育

期防除のみでも高い防除効果が得られた．また，生育期防除剤の降雨前処理は 2 週間隔の処理に

次ぐ効果で，有効な処理方法であった。 

2．土壌消毒と生育期防除を組み合わせると，生育期防除のみより高い防除効果が得られた． 
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